
2～3分間静置する。

乾燥体が崩れていたり、
生理食塩液を勢いよく
注入したりした場合は
静置時間を延長する。
（裏面「懸濁しづらくなる場
合」参照）

(2) カットマークを上にし
　    て、正しく反対側に折
　  って開口する。

（裏面「懸濁できない場合」
参照）

均等に十分湿らせた後、静かに
アンプルを振る

懸濁液の完成

BCGアンプルの確認

BCGアンプルにキズをつける

BCGアンプルを開口する

80mg/mLの濃度の
ワクチンが得られる。
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乾燥BCGワクチンの懸濁方法
使用方法の詳細は、電子添文をご参照ください。
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·  清拭直後はアルコールでキズが見えにくくなる。
·  乾燥すると白いキズが見えるようになる。

■ごく微量でもアルコールがBCGアンプル内
　に混入し、乾燥体に付着した場合

アルコール清拭後の乾燥の目安

清拭後、乾燥する前にBCG
アンプルを開口した場合、ア
ルコールがアンプル内に引
き込まれる。

しっかりと絞ったアルコール
綿であっても、巻きつけた
状態でBCGアンプルを開
口すると、アルコールがアン
プル内に混入する。

00001　
BCGワクチンの懸濁方法 下敷き 改定 出力日 05月30日

2023
210×297
仕上寸法


	BCGワクチン懸濁方法下敷き_裏--202305BMMYE_low.pdf
	BCGワクチン懸濁方法下敷き_表--202305BMMYE_low.pdf

